
～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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1.15
　
黒
木
西
小
学
校
の
創
立
40
周
年
・
統
合
10
周
年
記
念
式
典
・

講
演
会
が
、
12
月
５
日
㈫
黒
木
西
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
子
ど
も
た
ち
が
練
習
し
て
き
た
校
歌
二
部
合

唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
会
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
黒

木
を
懐
か
し
む
」
と
い
う
演
題
で
、
同
町
剣
持
出
身
の
直
木
賞

作
家
・
安
部
龍
太
郎
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
安
部
さ
ん

は
仕
事
を
辞
め
て
背
水
の

陣
で
作
家
を
目
指
し
た
自

身
の
体
験
を
語
り
な
が
ら
、

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
大
切

さ
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

小
説
を
書
く
上
で
、
ふ
る

さ
と
の
土
壌
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話

し
ま
し
た
。
児
童
や
保
護

者
、
地
域
の
関
係
者
な
ど

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
上
妻
保
育
園
で
12
月
21
日
㈭
、
お
茶
の
淹
れ

方
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
木
町
茶
業
青
年
部

（
古
澤
貴
俊
部
長
）
が
、
子
ど
も
た
ち
に
お
茶
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
月
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
季
に
合
わ
せ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
八
女
茶
に
含
ま
れ
る

カ
テ
キ
ン
等
の
成
分
や
効
能
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ

と
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
と
一
緒
に
青
年
部
の
指

導
に
よ
り
淹
れ
た
お
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
八
女
茶
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
八
女
茶
丸
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場
。
み

ん
な
で
手
拍
子
に
合
わ
せ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

を
合
唱
し
た
り
、
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。
古
澤
部

長
は
、「
今
後
も
子
ど
も
た
ち
に
お
茶
の
お
い
し

さ
を
分
か
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
福
島
高
等
学
校
２
年
の
大
久
保
美
吹
さ

ん
が
12
月
15
日
㈮
市
役
所
を
訪
問
し
、
弓

道
の
全
国
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
久
保
さ
ん
は
11
月
に
博
多
の
森
弓
道

場
で
開
催
さ
れ
た
県
予
選
会
女
子
個
人
近

的
競
技
で
優
勝
し
、
滋
賀
県
で
行
わ
れ
た

第
36
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　
鎌
田
副
市
長
は
「
競
技
に
出
会
っ
て
２

年
弱
で
県
大
会
で
優
勝
さ
れ
る
と
は
正
直

驚
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
本
人
の
資
質
と
努

力
、
周
囲
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
あ
っ
て
の
も

の
で
し
ょ
う
。
自
信
を
持
っ
て
大
会
に
臨
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
大
久
保

さ
ん
は
、「
八
女
は
弓
道
や
弓
作
り
が
盛
ん

な
と
こ
ろ
。
県
代
表
と
し
て
、
一
八
女
市
民

と
し
て
八
女
の
名
を
全
国
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
大
会
に
向
け
て
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

弓道で全国大会に出場

ふ
る
さ
と
黒
木
を
懐
か
し
む

お
茶
の
淹
れ
方
学
ん
だ
よ

黒
木
西
小
創
立
40
周
年
記
念
式
典
で
安
部
龍
太
郎
さ
ん
が
講
演
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事業名 実施日 事業の説明

移住・定住相談コーナー
新設 4月

内装や家具には八女産材を利用し、ブランコ付きの
空間で小さなお子さんも楽しむことのできる相談コー
ナーを市役所本庁２階に設置。住宅や移住支援など
の相談対応や、地域情報発信を強化し、市内への移住・
定住の促進を図っている。

県内初の義務教育学
校開校

4月1日
㈯

県内初の義務教育学校として、上陽北汭学園が開校した。同校では平成 21年
度から小中一貫教育をスタートさせており、法改正で義務教育学校が法制化さ
れたことにより、今回の開校となった。福岡県初の９年間の教育を行う義務教育
学校として、地域の誇りとなる学校を目指している。 

星の文化館・茶の文
化館リニューアルオー
プン

4月16日
㈰

「星の文化館」には、九州本土最大級の口径
100㌢の天体望遠鏡を増設し、既存の望遠鏡と
並んで、ツインドームの施設となった。「茶の文
化館」では、地理的表示保護制度ＧＩに登録さ
れた「八女伝統本玉露」を本格的に体験する
コーナーを設け、両施設とも地域特性を活かし
た施設に生まれ変わった。

ダニエル・K・イノウエ 4月27日
㈭

「ホノルル国際空港」が、「ダニエル・K・イノウエ国際空港」に改名された。ダ
ニエル・K・イノウエ氏は、上陽町上横山出身の父を持ち、ハワイ州連邦上院議
員として日系関係の発展に尽力され、大統領継承順位第３位の上院議員仮議長
に選出され、亡くなるまで同職にあった。その功績を称えて、空港改名となった。

九州北部豪雨被災地
へ支援活動

7月5日
㈬

7 月5日に発生した「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」の被災地（朝倉市、東
峰村等）へ職員派遣（短期延べ 39 人、中長期 2 人）を始め、非常食、竹
炭などの救援物資を送るなど、様々な支援活動に取り組んだ。また、市職員・
社協職員を始め、多くの市民がボランティア活動に参加し、市内各地で義援金・
寄附金の募金活動が行われ、被災地を支援する輪が広がった。

小中学校全校へ給茶
機設置完了

7月19日
㈬

27 年度から小中学校に設置を行っていた給茶機が、全校に設置完了となり、
各校で日常的に八女茶を味わうことができる環境が整った。子どもの頃から
八女茶に親しむことによって、特産品のすばらしさを実感し、自分の生まれ育っ
た郷土への愛着や誇りを持って成長していくことを願っての設置となった。

「野球部員演劇の舞台
に立つ！」の映画完成 10月

実話をもとにした映画「野球部員演劇の舞台に立つ！」の
ロケが市内各地で行われ、多くのボランティアやエキスト
ラが参加した。映画には、市内の特産品や見どころが盛り
込まれ、全国へ八女市の魅力を発信する作品が完成した。
平成 30 年 2 月下旬から、東京・福岡など全国の映画館で
の公開が決定している。

第71回 全 国 茶 品 評
会 「玉露の部」にて

「農林水産大臣賞」・              
「産地賞」ダブル受賞

11月11日
㈯

長崎県で開催された第 71回全国茶品評会「玉露の
部」において、八女市上陽町の久間正大氏が「農
林水産大臣賞」（１等１席）を受賞。あわせて、八
女市が 17 年連続で「産地賞」を受賞した。

友好交流都市奈良県
吉野町へ「黒木のフ
ジ」を 贈呈

11月19日
㈰

「国民文化祭なら２０１７」の一環として奈良県吉野町で行われた「吉野歴史悲話
ヒストリア 南朝哀史」にて、八女市から吉野町へ国指定天然記念物の「黒木のフジ」
が贈呈された。このイベントでは、八女市からパネリストとして五條元滋氏が出演し、
九州南朝の歴史を紹介した。また、市民劇団の劇団大藤が「藤の記憶」を上演し、
良成親王と姫御前の物語に会場は感動に包まれた。

農林水産省「ディス
カバー農山漁村の宝」
優良事例選定

11月22日
㈬

「第4回ディスカバー農
む ら

山漁村の宝」優良事例31か所に選ばれ、
首相官邸にて認定証を授与された。八女市で実施している「茶
のくにバスツアー」や「着地型体験プログラム」「アンテナショッ
プ八女本舗」等の取り組みが優良事例として認定された。

平成29年の八女市10大ニュース
市役所が選んだ平成29年の八女市10大ニュースです。実施日順に掲載しています。

✿
✿

✿
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◦
運
行
日
＝
２
月
22
日
㈭

◦
申
込
締
切
＝
２
月
２
日
㈮
・
抽
選
＝
2
月
３
日
㈯

◦
ツ
ア
ー
料
金
＝
３
０
０
０
円
（
食
事
代
、
体
験
料
、

保
険
料
等
含
む
）
◦
募
集
定
員
＝
20
人

◦
行
程
表
＝
星
野
支
所
玄
関
前
⇩
縫
尾
ロ
ー
ド
パ
ー

ク
⇩
旧
上
陽
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前
⇩
パ
ノ
ラ
マ
カ

フ
ェ 

と
び
か
た
の
森
⇨
道
の
駅
た
ち
ば
な
⇩
夢
た
ち

ば
な
観
梅
会
⇨
田
崎
廣
助
美
術
館
⇩
大
道
谷
乃
里

（
ほ
た
る
揚
げ
づ
く
り
）⇨
旧
上
陽
町
保
健
セ
ン
タ
ー

前
⇩
縫
尾
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
⇩
星
野
支
所
玄
関
前

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

（
☎
２
２
・
６
６
４
４
N
２
２
・
７
３
１
１
）

※
ツ
ア
ー
内
容
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
一
般
財
団
法
人
Ｆ
Ｍ
八
女
（
福
岡
県
知

事
登
録
第
３
ー
７
７
２
号
）

奥
八
女
の
地
、
矢
部
川
源
流
の

春
を
告
げ
る
「
八
女
・
桜
ま

つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
、
千

本
桜
で
有
名
な
日
向
神
ダ
ム
湖
畔

で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
八

女
市
矢
部
村
の
春
ま
つ
り
の
一
環
と

し
て
、
矢
部
村
の
美
し
い
春
を
満

喫
し
な
が
ら
、多
く
の
人
の
出
会
い
、

交
流
を
深
め
る
た
め
企
画
し
た
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

✿
期
日
＝
４
月
1
日
㈰
※
小
雨
決

行
（
荒
天
中
止
）

✿
会
場
＝
八
女
市
矢
部
第
１
運
動

場
（
矢
部
村
鬼
塚
）・
日
向
神
ダ
ム

湖
畔

✿
日
程
＝
▽
受
付
８
時
～
９
時

▽
開
会
式
９
時
～

✿
参
加
料
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
上
）
▽
中
学
生
以
下
５

０
０
円
※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
・

完
走
（
歩
）
証
あ
り

✿
応
募
方
法
＝
八
女
市
役
所
総
合

窓
口
、
各
支
所
、
総
合
体
育
館
等

に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
２
月
23
日
㈮
ま
で

に
最
寄
り
の
郵
便
局
に
て
参
加
料

を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

✿
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
桜
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
（
矢

部
支
所
総
務
課
内
☎
４
７
・
３
１

１
１
）

種　目 参加対象者 表　彰

２㎞マラソン 小学生男女
（Ｈ18.4.2～Ｈ24.4.1生まれ）

男女別の上位3位
（ラッキー賞あり）

５㎞マラソン 中学生以上男女
（Ｈ18.4.1以前生まれ）

男女別の上位3位
（ラッキー賞あり）

10㎞マラソン 高校生以上男女
（Ｈ15.4.1以前生まれ）

男女別の上位3位
（ラッキー賞あり）

あるこう５㎞ 男女年齢制限なし
（幼児は家族同伴）

表彰なし・タイム計測なし
（ラッキー賞あり）

ファミリー
マラソン２㎞

男女年齢制限なし
（家族同伴・人数制限なし）

表彰なし・タイム計測あり
（特別賞・ラッキー賞あり）

八女よかとこめぐりバスツアーの
第６弾は、飛形山にあるパノラマ
カフェや夢たちばな観梅会など
一足はやく春を迎える立花町を
めぐります。予約申込用紙設置場
所は、茶のくに観光案内所、各
支所、本庁。申込方法は、ファ
クスまたは観光案内所、各支所
の窓口のみで受付します。申込
多数の場合のみ、抽選となります。

参加者
募集第34回

春を彩る
立花めぐり

八
女よか
と
こ
め
ぐ
り

バ
ス
ツ
ア
ー

✿
✿
✿✿✿

✿

✿ ✿

日時＝４月1日㈰
　９時開会
場所＝矢部第1運動場

✿ 応募締切2月23日㈮ ✿

3

2 月22日㈭開催

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
」
で
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と

椎
茸
の
菌
打
ち
体
験
を
実
施
し
ま
す
。
約
２

㌔
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
ゆ
っ
く
り
歩
き

な
が
ら
癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
菌
打
ち
体
験

で
は
使
用
さ
れ
た
ホ
ダ
木
を
、
お
一
人
様
２
本

ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
３
月
10
日
㈯

◦
時
間
＝
10
時
～
15
時
（
９
時
30
分
集
合
）

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

◦
参
加
料
＝
２
０
０
０
円
（
体
験
、
弁
当
、
温

泉
入
浴
券
付
）

◦
定
員
＝
先
着
40
人

◦
募
集
締
切
＝
２
月
28
日
㈬

◦
申
込
・
問
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
産
業
経
済

課
　（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

森
林
セ
ラ
ピ
ー
と

椎
茸
の
菌
打
ち
体
験

自
然
の
恵
み
を
感
じ
よ
う
！
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八女･桜まつり
健康マラソン大会
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【
大
人
が
歯
を
失
う
原
因
の
第
1
位

は
歯
周
病
】

　
日
本
人
の
成
人
の
約
80
％
が
歯

周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
歯
周
病
は
磨
き
残
し
な
ど

に
よ
っ
て
、
歯
と
歯
の
間
の
溝
に
細

菌
が
た
ま
っ
て
で
き
る
歯
垢（
プ
ラ
ー

ク
）
が
原
因
で
歯
肉
に
炎
症
が
起
こ

り
、
歯
を
支
え
る
組
織
が
痛
ん
で
い

く
病
気
で
す
。
炎
症
が
起
き
て
も
、

痛
み
を
伴
わ
な
い
た
め
、
歯
周
病
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
に
く

く
、
結
果
的
に
歯
が
ぐ
ら
つ
い
た
り
、

何
本
も
抜
け
お
ち
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
怖
い
病
気
で
す
。

【
歯
周
病
と
全
身
の
健
康
】

　
歯
周
病
は
、
歯
周
病
菌
が
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
歯
肉
の
血
管
を

通
じ
て
血
液
中
へ
入
り
、
い
ろ
ん

な
臓
器
や
血
管
の
内
壁
に
た
ど
り

着
き
炎
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

血
栓
が
で
き
た
り
、
気
管
支
に

病
原
菌
が
入
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

心
筋
梗
塞
、狭
心
症
、脳
梗
塞
、腎
炎
、

糖
尿
病
、誤
嚥
性
肺
炎
、骨
粗
鬆
症
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
、
肥
満
、
早
産
・
低

体
重
児
出
産
な
ど
の
全
身
疾
患
に
影

響
が
あ
り
ま
す
。

【
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
】　

　
次
の
症
状
が
1
つ
で
も
該
当
す
る

場
合
は
、
す
で
に
歯
周
病
に
か
か
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
歯
科

医
院
で
早
め
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

▼
歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

▼
歯
を
磨
く
と
出
血
す
る

▼
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

▼
歯
ぐ
き
を
押
さ
え
る
と
血
や
膿
が

で
る

▼
歯
ぐ
き
が
む
ず
が
ゆ
か
っ
た
り
、

痛
み
を
感
じ
る

▼
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

▼
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
挟
ま
り

や
す
く
な
っ
た

▼
口
臭
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た

▼
固
い
も
の
が
噛
み
に
く
い

▼
歯
ぐ
き
が
下
が
っ
て
、
歯
が
長
く

見
え
る

【
歯
周
病
を
招
き
や
す
い
生
活
習
慣
】

①
た
ば
こ
を
吸
う･･･

た
ば
こ
を
吸

う
人
は
、
吸
わ
な
い
人
よ
り
約
２
～

８
倍
も
歯
周
病
に
な
り
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

②
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
い
る

･･･

免
疫
力
が
低
下
し
、
歯
周
病
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
あ
ま
り
噛
ま
ず
に
食
べ
る･･･

唾

液
が
十
分
に
分
泌
さ
れ
ず
、
細
菌
が

繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
間
食
が
多
い･･･

甘
い
も
の
を
だ

ら
だ
ら
と
食
べ
る
と
、
細
菌
は
糖
分

を
栄
養
に
し
て
プ
ラ
ー
ク
を
作
り
ま

す
。

【
一
生
自
分
の
歯
で
い
る
た
め
に
】

①
磨
き
残
し
を
な
く
す･･･

歯
ブ
ラ

シ
だ
け
で
な
く
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
、

歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
っ
て
歯
と
歯

の
間
、
歯
と
歯
肉
の
境
目
、
か
み
合

わ
せ
の
溝
な
ど
、
磨
き
残
し
や
す
い

場
所
に
注
意
し
て
汚
れ
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

②
よ
く
噛
む･･･

唾
液
の
分
泌
を
増

や
す
た
め
に
、
よ
く
噛
む
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

③
定
期
健
診
へ
行
く･･･

ど
ん
な
に

丁
寧
に
磨
い
て
も
、
残
っ
て
し
ま
う

汚
れ
が
あ
り
ま
す
。
虫
歯
が
な
く
て

も
年
に
１
～
2
回
は
定
期
的
に
歯
科

を
受
診
し
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
状
態
、

磨
き
方
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い
、

普
段
の
歯
磨
き
で
は
取
れ
な
い
歯
石

な
ど
も
き
れ
い
に
取
っ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

2月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥ 歯周病予防で健康な生活を送りましょう
～ご存知ですか？歯周病は生活習慣病です～
歯がなくなって初めて、その大切さを実感したという方も多いのではないでしょうか。
歯は体を支える大切な器官です。私たちの歯は食べたり話したりする楽しみ、身体
の健康に深く関わっています。心も体も健康で充実した毎日を送るために、日ごろ
から歯を大切にしましょう。

健 康 コ ラ ム

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
健

康
に
保
ち
、
健
や
か
な
生
活

を
送
る
た
め
に
歯
周
病
予
防

の
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
テ
ー
マ
＝
『
歯
周
病
の
予
防

に
つ
い
て
』
～
こ
れ
か
ら
も
自

分
の
歯
で
～

◦
講
師
＝
石
橋
歯
科
医
院
　

歯
科
医
師
　
石
橋
甲
基
さ
ん

◦
日
時
＝
２
月
28
日
㈬
14
時
～

15
時
（
受
付
13
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち

ひ
め
ホ
ー
ル

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
２
０
０
人
（
予
約
制・

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
当
日
は
、
講
演
会
終
了
後
、

講
演
会
に
参
加
さ
れ
た
方
を
対

象
に
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
２
月
21
日
㈬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康

推
進
課
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

歯
科
講
演
会
の
開
催

「
歯
周
病
の
予
防
に
つ
い
て
」

「市民ひとり１スポーツをめざします」八女市スポーツ・健康づくり都市宣言

参
加
者
募
集
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　保健師や看護師が、血圧測定・
尿検査・体脂肪測定をします。健
康に関するいろいろな相談に応じ
ます。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦2月2日㈮ 10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）
◦2月5日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦2月7日㈬ 10時～11時／上陽支所
◦2月13日㈫ 10時～ 11時／かがや
き（立花）
◦2月15日㈭ 14時～ 15時／矢部基
幹集落センター
◦2月20日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分
◦日にち・対象 
2月13日㈫＝10か月児（平成29年4
月生）健康診査
2月21日㈬＝4か月児（平成29年10
月生）健康診査
2月22日㈭＝3歳児（平成27年1月
生）健康診査
2月27日㈫＝1歳6か月児（平成28
年7月生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝2月20日㈫13時30分～ 14
時30分まで受付

◦対象＝4か月児（平成29年9月～
10月生）／ 10か月児（平成29年3
月～ 4月生）健康診査
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝2月15日㈭ 10時～ 13時
 　※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、母子健康手帳、筆
記用具、材料費300円

　妊娠20週以降の妊婦さんを対象
に、妊娠中の過ごし方についての
話と試食、相談を行います。要予約。
定員20人。
◦日時＝2月6日㈫10時～ 12時（受
付9時30分～ 9時50分）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝母子健康手帳、筆記
用具、材料費300円

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。やめっこ未来館会場では、公
立八女総合病院の助産師による「母
乳相談」も行っています。相談日以
外でも、窓口や電話で子育て相談

を行っています。
◦2月2日㈮10時～ 11時／ふじの里

（黒木）
◦2月7日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦2月16日㈮ 10時～ 11時 ／ そよ
かぜ（星野）

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの人で、
成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦2月8日㈭ 9時～ 16時
   2月22日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦2月20日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝2月28日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟
※もぐもぐかみかみ離乳食教室＝
次回は３月に開催します。

乳幼児心理相談

2
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

野菜のフレンチマリネ

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

102Kcal
1.7g
3.7g

14.5g
321mg
34mg
29mg
0.7mg

2.8g
0.7g

1人分あたりの栄養価
【作り方】
① ごぼうは３センチ長さ
の細めの乱切り、レンコ
ンは３ミリ厚さの輪切り、
ピーマンとパプリカは５ミ
リ幅に切る。
② 鍋に１リットルの湯を
沸かし、塩と酢を各小さ
じ１(分量外)加え、①の
野菜を茹でる。
③ 保存袋にＡを入れて
よく混ぜ、②の茹で野菜
を熱いうちに加え、味を
なじませる。
④ 器に盛り付ける。

【材料】（4人分）　
◦ごぼう･･･100ｇ◦レンコン･･･100ｇ
◦ピーマン･･･50ｇ◦赤パプリカ･･･50ｇ
◦黄パプリカ･･･50ｇ
◦玉ねぎのすりおろし･･･大さじ2
◦米酢･･･大さじ2
◦白ワイン･･･大さじ2
◦オリーブ油･･･大さじ１
◦きび砂糖･･･大さじ１
◦粒マスタード･･･大さじ１
◦塩･･･小さじ1/3
◦こしょう･･･少々
※ごぼう、玉ねぎ、米酢は八女産

11月に八女市食生活改善推進会リーダー研修会で作った一品で
す。塩分控えめなのに、粒マスタード、米酢、パプリカの甘みで
美味しくいただけますので、ぜひ作ってみてください。

マタニティ教室

Ａ

～野菜を「目標１日350g 食べる」ために、毎日“あと一皿 70ｇの野菜を”～
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全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
、
ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
市
役
所
本
庁
に
も
、
同
様
の
証

明
書
自
動
交
付
機
を
設
置
し
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
暗
証

番
号
：
数
字
４
桁
）
付
き
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　　　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
取
得
で
き
る

証
明
書
の
種
類
や
交
付
手
数
料
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
住
民
票
の
写
し
　（
本
人
ま
た

は
同
一
世
帯
）
２
５
０
円

◆
印
鑑
登
録
証
明
書
（
印
鑑
登

録
し
て
い
る
本
人
）
２
５
０
円

◆
戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明

書
（
八
女
市
に
住
民
登
録
と
本
籍

を
有
す
る
本
人
ま
た
は
同
一
戸
籍
）

４
０
０
円

◆
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
八
女
市

に
住
民
登
録
と
本
籍
を
有
す
る
本

人
ま
た
は
同
一
戸
籍
）　
２
５
０
円

※
窓
口
交
付
よ
り
も
50
円
安
く
取

得
で
き
ま
す
。
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ

交
付
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
時
間
は
、

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

（
年
末
年
始
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
日
を
除
く
）

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
だ
け
が
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
は
、

初
回
交
付
無
料
で
す
の
で
手
続
き

が
ま
だ
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
申

請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
申
請
の
方
法
は
、
通
知
カ
ー
ド

に
添
付
さ
れ
て
い
る
交
付
申
請
書

ま
た
は
市
民
課
お
よ
び
各
支
所
市

民
生
活
福
祉
課
窓
口
で
交
付
申
請

書
を
取
得
し
て
、
必
要
事
項
を
記

入
し
顔
写
真
を
貼
っ
て
郵
送
す
る

方
法
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

　
申
請
し
て
か
ら
交
付
ま
で
約
１

か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
通
知

カ
ー
ド
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
除
籍
や
改
製
原
戸
籍
お
よ
び
除

票
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

▽
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
印
鑑
登
録
証

明
書
を
取
得
す
る
場
合
、
印
鑑
登

録
証
は
不
要
で
す
が
、
市
役
所
窓

口
で
取
得
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑

登
録
証
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
戸
籍
届
出
（
死
亡
届
や
婚
姻
届

な
ど
）
を
提
出
し
た
と
き
は
、
戸

籍
に
変
更
内
容
が
反
映
さ
れ
る
ま

で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

▽
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
取
得
し
た
証

明
書
の
交
換
や
手
数
料
の
返
金
は

で
き
ま
せ
ん
。

▽
手
数
料
が
免
除
に
な
る
証
明
書

は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
市
役
所
窓
口
で
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
暗
証
番
号
を
連
続
で
３
回
間

違
え
る
と
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
誤
っ
て
利
用
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
本
人
が
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
で
暗
証
番
号
の
再
設
定

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
市
民
課
市
民

係
（
☎
２
３・
１
１
１
５
）
▽
黒

木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎

４
２・１
１
１
３
）▽
立
花
支
所
市
民

生
活
福
祉
課
（
☎
２
３・４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
５
４・
２
２
１
８
）
▽
矢

部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎

４
７・３
１
１
１
）▽
星
野
支
所
市
民

生
活
福
祉
課
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

２
月
１
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
各
店
舗
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
交
付
機
で
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
休
日
や
夜
間
、
外
出
先
で
急
に
必
要
に
な
っ
た
と
き
で
も
、
最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。
操
作
は
自

動
交
付
機
の
画
面
案
内
に
従
っ
て
、
全
て
本
人
の
み
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す

2月１日
から

取
得
で
き
る
証
明
書

お
よ
び
手
数
料

利
用
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

利
用
時
間

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請

まだの方は今すぐ
個人番号カードの申請を！

お昼休みや夜間、さらに休
日でも自分の都合にあわせ
て取得できます。

利
用
上
の
注
意
点
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市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

次
の
方
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
再
任
》  

原  

順
三
郎（
立
花
町
）

《
新
任
》  

小
川 

　
完
（
黒
木
町
）

　
任
期
は
平
成
32
年
12
月
31
日

ま
で
で
す
。

　　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
た
ち

で
す
。
基
本
的
人
権
の
擁
護
を

目
的
と
し
て
、
地
域
の
住
民
が

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
、
法
務
局
の
人
権
相

談
所
や
市
の
公
共
施
設
等
に
お

い
て
特
設
人
権
相
談
所
（
な
ん

で
も
人
権
相
談
）
を
随
時
開
設

し
た
り
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
人
権
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な

た
の
街
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局

八
女
支
局
（
☎
２
３・２
６
０
３
）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

１
月
28
日
㈰
、
べ
ん
が
ら
村
周

辺
を
会
場
に
、
第
37
回
「
茶
の
く

に
・
や
め
」
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
コ
ー
ス
と
な
る
矢
部

川
堤
防
道
路
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
規
制
内
容
＝
車
両
全
面
通
行

止
め

◦
規
制
区
間
＝
矢
部
川
堤
防
道

路
（
矢
部
川
鉄
橋
～
宮
島
公
民

館
付
近
）

◦
規
制
時
間
＝
１
月
28
日
㈰
９
時

30
分
～
12
時
30
分
（
中
川
原
橋

西
側
は
10
時
30
分
～
12
時
30
分
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

『
茶
の
く
に
・
や
め
』

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
係
る

通
行
止
め
に
つ
い
て

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
を
対
象
に
生
活

習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の
予

防
等
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
受
診
期
限
は

平
成
30
年
３
月
31
日
で
す
。
ま

だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
ご
予
約
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機

関
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
お

気
軽
に
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
診
の
と
き
は
、「
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）」
と
広
域
連

合
が
郵
送
し
た
「
受
診
票
」、
自

己
負
担
金
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。
受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
や
高

血
圧
症
な
ど
）
で
治
療
中
の
方

は
受
診
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ご
自
分
が
対
象
と
な
る
か
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
（
主
治
医
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
に
関
す
る
一
定
の
取
り
組

み
の
一
つ
で
あ
る
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
の
受
診
証
明
を
必
要

と
す
る
場
合
は
、
郵
送
に
よ
る

請
求
が
必
要
で
す
。

　
証
明
依
頼
書
は
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
（http://w
w

w.
fukuoka-kouki.jp

）

　　
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
間
に
福
岡
県
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
方

で
、
次
の
４
項
目
全
て
に
該
当

す
る
方
。

①
平
成
29
年
中
の
所
得
に
つ
い

て
確
定
申
告
を
予
定
し
て
い
る

（
課
税
所
得
が
な
い
場
合
は
不

要
）。

②
平
成
29
年
中
に
１
万
２
千
円

以
上
の
対
象
医
薬
品
を
購
入
し

た
領
収
書
を
持
っ
て
い
る
。

③
従
来
の
医
療
費
控
除
の
適
用

を
受
け
る
予
定
が
な
い
（
両
方

の
適
用
は
不
可
）。

④
他
の
証
明
書
類
（
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
や
が
ん
検
診

領
収
書
等
）
を
所
持
し
て
い
な

い
。

◦
郵
送
先
＝

〒
８
１
２
ー
０
０
４
４

福
岡
市
博
多
区
千
代
４
丁
目

１
ー
27
福
岡
県
自
治
会
館
５
階

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合 

健
康
企
画
課 

健
康
企
画

係 

行
※
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
税

務
署
ま
た
は
市
担
当
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
健
康
診
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
＝
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ

セ
ン
タ
ー(

☎ 

０
９
２
６
５
１
・

３
１
１
１
）

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
に
関
す
る
健
診
の
証
明

健
診
証
明
の
請
求
が
必
要
な
方



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
八
女
市
行
政
区
長
会
（
堤
裕
介
会
長
）
役
員
会
21

名
は
、
11
月
20
日
～
21
日
、
宮
崎
県
日
南
市
と
熊
本
市

で
地
区
代
表
者
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
日
は
、
日

南
市
自
治
会
連
合
会
を
訪
問
し
、
地
域
の
防
犯
・
防
災

や
自
治
会
加
入
促
進
、
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
全
９
項

目
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
換
。
人
口
、
世
帯
数
、
面
積
、

合
併
経
過
な
ど
、
八
女
市
と
類
似
点
が
多
い
日
南
市
の

現
状
や
、
地
域
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
学
び
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
内
部
に
地
元
の
飫お

び肥
杉

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
木
の
お
も
ち
ゃ
を
１
０
０
種
類
以

上
用
意
し
て
木
育
に
も
力
を
入
れ
る
、
日
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
視
察
。
２
日
目
は
熊
本
市
広
域
防
災

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
ま
ず
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
概

要
と
被
害
状
況
、
避
難

所
生
活
等
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

震
度
７
の
揺
れ
や
台
風

時
の
暴
風
、
暗
闇
の
煙

の
中
を
歩
く
火
災
時
の

避
難
も
体
験
。
２
日
間

の
研
修
で
、
参
加
者
は

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
責
任
を
再
認
識
す
る

と
共
に
、
地
域
づ
く
り

や
災
害
、
防
災
に
対
す

る
意
識
を
さ
ら
に
高
め
、

そ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　
八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
（
田

島
冨
士
雄
会
長
）
は
12
月
６
日
㈬
～

７
日
㈭
、
長
崎
県
さ
せ
ぼ
四
ヶ
町
商

店
街
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ

こ
は
11
月
に
開
催
し
た
「
地
域
づ
く
り

研
修
会
」
で
講
師
と
し
て
招
い
た
竹
本

慶
三
氏
の
実
践
地
で
、
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
等
か
ら
47
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
竹
本
氏
に
よ
る
と
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
進
出
に
危
機
感
を

持
っ
た
商
店
街
が
直
接
対
抗
す
る
の
で

は
な
く
、「
人
が
集
ま
る
商
店
街
に
し

よ
う
」
と
こ
れ
ま
で
の
商
店
街
の
役
割

を
見
直
し
、
隣
の
三
ヶ
町
商
店
街
と
老

舗
の
百
貨
店
玉
屋
と
手
を
組
み
、
人

が
集
ま
る
た
め
の
企
画
と
し
て
市
民
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
「
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す

（
今
年
で
22
回
目
）。
一
方
、
九
州
最
大

と
い
わ
れ
る
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
さ
せ

ぼ
祭
り
」
は
20
回
目
を
迎
え
、
県
内

外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
3
つ
目
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
基

地
所
属
の
各
護
衛
艦
自
慢
の
カ
レ
ー

の
味
を
競
う
Ｇ
Ｃ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
（
今

年
で
5
回
目
）
も
好
評
と
の
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
商
店
街
の
危
機
に
端
を
発
し
、
ア

イ
デ
ア
一つ
で
ま
ち
の
活
性
化
が
仕
掛

け
ら
れ
る
話
に
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
講
師
と
共
に

商
店
街
や
「
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
メ
イ
ン
会
場
等
を
散
策
し
ま
し

た
。

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
、
八
女
地
区
防
火
委

員
会
で
は
、
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
で

訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

育
成
や
応
急
手
当

普
及
啓
発
活
動
に

使
用
し
、
八
女
地

区
の
救
命
率
向
上

に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。（
八
女
消

防
本
部
）

行
政
区
長
会
役
員
会
が
視
察
研
修

商
店
街
活
性
化
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

　
　

八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
視
察
研
修

訓
練
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
整
備

訓練用 AED 
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　①
大
淵
体
験
交
流
施
設
職
員

⃝

業
務
内
容
＝
施
設
の
事
務
・

維
持
管
理
業
務
お
よ
び
体
験
授

業
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
等

⃝

募
集
人
員
＝
１
人

⃝

勤
務
地
＝
大
淵
体
験
交
流
施

設
「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
」

②
八
女
市
民
会
館
お
り
な
す
八

女
一
般
事
務
職
員

⃝

業
務
内
容
＝
お
り
な
す
八
女

自
主
事
業
の
企
画
お
よ
び
一
般

事
務

⃝

募
集
人
員
＝
３
人

⃝

勤
務
地
＝
八
女
市
民
会
館
お

り
な
す
八
女

③
市
立
図
書
館
矢
部
分
館
司
書

⃝

募
集
人
員
＝
１
人

⃝

勤
務
地
＝
市
立
図
書
館
矢
部

分
館

⃝

資
格
＝
司
書
ま
た
は
司
書
補

①
～
③
共
通

⃝

試
験
日
＝
２
月
18
日
㈰

⃝

試
験
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

⃝

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作

文
・
面
接

⃝

受
付
期
間
＝
１
月
23
日
㈫
～

２
月
７
日
㈬

⃝
提
出
書
類
＝
申
込
書
は
①
男

女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
、

②
お
り
な
す
八
女
、
③
八
女
市

立
図
書
館
に
準
備

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

①
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習

課
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

②
お
り
な
す
八
女
（
☎
２
２
・

５
３
３
２
）

③
八
女
市
立
図
書
館
（
☎
２
２
・

２
５
０
４
）

八
女
市
総
合
体
育
館
一
般
事
務

職
員

⃝

業
務
内
容
＝
施
設
の
予
約
受

付
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
等

⃝

募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝

勤
務
地
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

⃝

試
験
日
＝
２
月
18
日
㈰

⃝

試
験
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

⃝

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作

文
・
面
接

⃝

受
付
期
間
＝
１
月
23
日
㈫
～

２
月
７
日
㈬

⃝

提
出
書
類
＝
申
込
書
（
八
女

市
総
合
体
育
館
に
準
備
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流

館
職
員

⃝

業
務
内
容
＝
展
示
室
等
の
説

明
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運

営
、
施
設
の
管
理
な
ど

⃝

募
集
人
員
＝
１
人

⃝

勤
務
地
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化

交
流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

⃝

試
験
日
＝
２
月
18
日
㈰

⃝

試
験
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

⃝

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作

文
・
面
接

⃝

受
付
期
間
＝
１
月
16
日
㈫
～

２
月
２
日
㈮

⃝
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
岩
戸

山
歴
史
文
化
交
流
館
と
文
化
振

興
課
に
準
備
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
岩
戸

山
歴
史
文
化
交
流
館
（
☎
２
４
・

３
２
０
０
）

管
理
栄
養
士

⃝

資
格
＝
管
理
栄
養
士
資
格
を

有
し
、
登
録
済
み
の
人

⃝

募
集
人
員
＝
１
人

⃝

試
験
日
＝
２
月
18
日
㈰

⃝

試
験
会
場
＝
八
女
市
役
所

⃝

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作

文
・
面
接

⃝

受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈪
～

２
月
７
日
㈬
。
郵
送
の
場
合
２

月
７
日
必
着

⃝

提
出
書
類
＝
▽
申
込
書
（
八

女
市
健
康
推
進
課
に
準
備
）

▽
資
格
証
明
書
の
写

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康

推
進
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

①
環
境
セ
ン
タ
ー
事
務
職
員

⃝

業
務
内
容
等
＝
ご
み
搬
入
受

付
等
の
事
務
・
パ
ソ
コ
ン
で
文

書
作
成
や
表
計
算
が
で
き
る
人

⃝

募
集
人
員
＝
１
人

⃝

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作

文
、
面
接

②
環
境
セ
ン
タ
ー
管
理
職
員

⃝

業
務
内
容
＝
ご
み
搬
入
受
付

や
運
搬
お
よ
び
施
設
の
環
境
整

備
等

⃝

資
格
＝
中
型
免
許
以
上
の
取

得
者
で
、
車
両
総
重
量
３
・
５

㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
が
運
転
で

き
る
人

⃝

募
集
人
員
＝
２
人
　

⃝

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接

①
②
共
通
事
項

⃝
受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈪
～

１
月
26
日
㈮
※
土
・
日
を
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
１
月
26
日
必
着

⃝

試
験
日
＝
２
月
11
日
㈰

⃝

試
験
会
場
＝
八
女
市
役
所

⃝

提
出
書
類
＝
申
込
書
（
本
庁

環
境
課
お
よ
び
黒
木
支
所
市
民

生
活
福
祉
課
に
準
備
）

※
②
の
管
理
職
員
受
験
申
込
者

は
運
転
免
許
証
の
写
し
が
必
要

で
す

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
環
境

課
環
境
政
策
係
（
☎
２
３
・
１

４
６
２
）

市
の
嘱
託

職
員
を
募

集
し
ま
す

《
全
職
種
共
通
事
項
》　

▽
任
用
期
間
＝
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
（
更
新
制
度
あ
り
）　

▽
賃
金
・
勤
務
条
件
等
＝
八
女
市
規
定
に
よ
る

▽
詳
細
は
各
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
は
八
女
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

文
化
振
興
課

八
女
市
環
境
セ
ン
タ
ー

健
康
推
進
課

応募に基づき登録し、必要に応じて任用します
◦職種＝一般事務、保育士、保健師、看護師、給食員、学
校支援員、学校介助員など◦提出書類＝市販の履歴書も
しくは臨時職員登録申し込み書。※ 資格を要する職種は、
資格証明書（写）も必要です。一般事務はパソコンの操作
ができる人、保育士・保健師・看護師は有資格者に限る。
◦問い合わせ＝人事課人事係（☎ 23・2129）

市の臨時職員登録者を募集しています
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さ
い
。
甘
酒
、
く
じ
引
き
あ
り
。

◦
日
時
＝
２
月
7
日
㈬
８
時
～

17
時

◦
場
所
＝
正
一
位
平
田
稲
荷
大
明

神
、
正
一
位
仙
九
郎
稲
荷
大
明
神

※
看
板
・
の
ぼ
り
旗
あ
り

◦
問
い
合
わ
せ
＝
岡
本
さ
ん

（
☎
２
４
・
５
２
９
１
）

　

黒
木
町
田
本
地
区
で
今
年
度

に
発
掘
調
査
を
し
て
い
る
平
安
時

代
（
約
千
年
前
）
の
窯
跡
の
現
地

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
現
地
は

足
場
が
悪
い
の
で
、
歩
き
や
す
い

靴
で
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
３
日
㈯
10
時
～

15
時

◦
集
合
場
所
＝
豊
岡
運
動
場
（
黒

木
町
本
分
１
５
９
０
番
地
２
）
西

　

秦
の
始
皇
帝
の
命
を
受
け
、
不

老
不
死
の
薬
を
求
め
中
国
を
出
発

し
、
韓
国
を
経
由
し
て
日
本
に
到

着
し
た
と
さ
れ
る
徐
福
。
九
州
各

地
と
韓
国
巨
済
市
に
残
る
徐
福

伝
説
を
紹
介
し
、
各
徐
福
会
の

活
動
報
告
を
行
な
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
20
日
㈯
14
時
～

◦
場
所
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
い
わ
い
の
郷

◦
内
容
＝
九
州
各
地
お
よ
び
韓
国

巨
済
市
の
徐
福
伝
説
と
徐
福
会

か
ら
の
活
動
報
告
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
八
女
徐
福
会
主
催

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
徐
福
会
櫻

木
さ
ん
（
☎
２
２
・
３
０
４
２
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
１
月
28
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

初
午
大
祭
を
西
紺
屋
町
内
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
「
登
喜
和
会
」
主
催

で
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
近

所
お
誘
い
合
わ
せ
で
お
い
で
く
だ

側
駐
車
場
※
近
隣
に
駐
車
場
が

な
い
た
め
、
豊
岡
運
動
場
駐
車
場

か
ら
現
地
ま
で
は
徒
歩
（
約
10

分
の
坂
道
）
と
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
文

化
財
保
護
係（
☎
２
３・１
９
８
２
）

　

八
女
市
本
に
架
け
ら
れ
て
い
た

「
本
の
眼
鏡
橋
」
が
、
八
女
公
園

に
移
設
復
元
さ
れ
ま
す
。
工
事
の

様
子
を一
般
公
開
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
４
日
㈰
10
時
～

11
時
30
分

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修

棟
・
八
女
公
園

◦
説
明
＝
馬
場
紘
一
氏(

八
女
市

文
化
財
専
門
委
員
会
会
長)

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
文

化
財
保
護
係（
☎
２
３・１
９
８
２
）

事
業
主
人
権・同
和
問
題
講
演
会

◦
日
時
＝
２
月
８
日
㈭
14
時
～

16
時
（
受
付
13
時
30
分
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
「
企
業
の
た
め
の
性
的

少
数
者
の
人
権
入
門
」
／
講
師

加
藤
陽
一
さ
ん（
県
講
師
団
講
師
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
同
和

対
策
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
内
☎
２
３
・

６
１
８
８
）

　

元
松
山
大
学
大
学
院
人
教
授

の
春
日
キ
ス
ヨ
さ
ん
を
講
師
に
招

き
「
少
子
・
超
高
齢
化
時
代
の
子

育
て
と
介
護
～
夫
婦
関
係
、
夫

の
実
家
・
妻
の
実
家
と
の
関
係
は

八
女
軽
ト
ラ
市

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

男
女
共
同
参
画
啓
発
講
座

眼
鏡
橋
復
元
工
事
一
般
公
開

「
田
本
１
号
窯
跡
」
発
掘
調
査

説
明
会

九
州
徐
福
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
八
女

①２月 24 日㈯（八女本館）
　／おりなす八女 はちひめホール

②２月 25 日㈰（黒木分館）
　／ふじの里１階多目的ホール

◦内容＝スペシャル絵本ライブ
◦時間＝13 時開場、13 時 30 分開
演（90 分程度）◦定員 100 人程度

　　　　　みんなでつくろう！おて
て絵本（ワークショップ）　
◦時間＝ 9 時 45 分開場、10 時開
演（90 分程度）◦定員＝ 15 組
◦対象＝３歳～小学生までのお子さ
んと保護者
　　　　　おてて絵本＆絵本ライブ
◦時間＝13 時開場、13 時 30 分開演

（90 分程度）◦定員＝100 人程度
【①②共通】
◦申込＝八女市立図書館本館・分館
カウンターまたはお電話にて※１月
24 日㈬から申込受付開始（定員に
なり次第受付を終了します）
◦問い合わせ＝八女市立図書館本館

（☎ 22・2504）、八女市立図書館黒
木分館（☎ 42・0400）

サトシンさん絵本イベント
絵本作家サトシンさんによる
夢の絵本イベント２日間

初
午
大
祭

八女市立図書館「絵本だいすき」

午前の部

午後の部

　八女市立図書館に新しい移動図書館が
生まれます。デザインはペドロ山下さん（八
女市出身のデザイナー）です。どなたにも
親しまれる素敵な名前をご応募ください。
採用された方には記念品を贈呈します。

（参考）既存の移動図書館の愛称は「走る
夢のぶっくらんど号」「ゆめみらい号」です。
◦募集締切＝1月31日㈬必着
◦応募方法＝応募用紙、任意の用紙、ハ
ガキ、メールにて必要事項（①愛称②愛
称の説明③応募者のお名前・住所・電話
番号・年齢）をご記入の上、１人１点でご
応募ください。
◦応募先＝図書館本館（〒 834-0031八女
市本町 536-3（☎ & N 22・2504 ／
Q library@library.yame.fukuoka.jp）

移動図書館
の愛称を募集
します！
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２
月
３
日
㈯
※
日
曜
日
除
く

◦
定
員
＝
各
40
人
（
要
申
込
・

各
先
着
順
）

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民

館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　
「
う
た
と
音
楽
の
チ
カ
ラ
」
で

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
の
音
楽
講
師
が
打
楽
器
や

生
演
奏
で
楽
し
く
指
導
し
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
な
れ
る
講

座
で
す
。
受
講
料
無
料
。

◦
開
催
日
＝
【
第
１
回
】
２
月
22

日
㈭
「
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
」
＆
み
ん
な
で
歌
お
う

【
第
２
回
】３
月
１
日
㈭「
鍵
盤
シ
ー

ト
で
演
奏
」
＆
み
ん
な
で
歌
お
う

【
第
３
回
】
３
月
８
日
㈭
「
バ
ン

ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
＆
生
バ
ン

ド
で
歌
お
う
～
プ
ロ
の
歌
声
と
生

演
奏
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
～

第
１
回
～
３
回
共
通

◦
時
間
＝
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
３
階
大
会
議
室

◦
定
員
＝
40
人
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選

◦
対
象
＝
市
内
在
住
か
勤
務
の
方

◦
申
込
締
切
＝
２
月
３
日
㈯

◦
参
加
費
＝
月
額
６
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・１
３
４
０
）

　

定
年
を
迎
え
た
方
や
子
ど
も

が
独
立
し
た
方
な
ど
、
こ
れ
か
ら

の
第
二
の
人
生
（
セ
カ
ン
ド
・
ラ

イ
フ
）
を
楽
し
む
た
め
に
「
人
」

「
物
」「
お
金
」
の
面
か
ら
見
直
し

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
各
専
門
家

が
住
ま
い
の
断
捨
離
を
は
じ
め
、

保
険
や
遺
言
書
、
お
金
や
終
活

に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

①
第
１
回　
『
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ

フ
の
整
理
術
』
～
老
後
に
備
え

た
生
活
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
～

※
申
し
込
み
は
電
話
で
受
付
、日・

祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民

館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

①
簡
単
・
便
利
・
お
い
し
い
！
み

そ
ま
る
く
ん
作
り

　

お
湯
で
溶
く
だ
け
即
席
み
そ

汁
「
み
そ
ま
る
く
ん
」
の
作
り
方

の
基
礎
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
2
月
22
日
㈭
13
時
30

分
～
15
時

◦
材
料
費
＝
５
０
０
円

②
か
ら
だ
に
優
し
い 

手
作
り
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ
作
り

　

添
加
物
を
使
わ
ず
、
食
材
を

生
か
し
た
こ
だ
わ
り
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
24
日
㈯
10
時
～

12
時

◦
材
料
費
＝
３
０
０
円

①
②
共
通

◦
場
所
＝
黒
木
公
民
館

◦
定
員
＝
20
人
※
小
学
生
以
上

対
象
。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

◦
申
込
期
間
＝
２
月
１
日
㈭
か
ら

先
着
順
受
付
※
月
～
土
曜
日
の

８
時
30
分
～
17
時
の
間
の
み
受

付
。
託
児
は
期
日
の
10
日
前
ま

で
に
要
予
約
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
公

民
館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

◦
日
時
＝
２
月
10
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時

◦
講
師
＝
Ｆ
Ｐ
事
務
所
羅
針
盤

代
表 

中
山
文
江
さ
ん

②
第
２
回
『
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル

の
整
理
術
』
～
生
前
整
理
や
終

活
の
ポ
イ
ン
ト
～

◦
日
時
＝
２
月
17
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時

◦
講
師
＝
釜
堀
行
政
書
士
事
務

所
代
表 

釜
堀
里
奈
さ
ん

③
第
３
回
『
住
ま
い
の
整
理
術
』

～
断
捨
離
の
ポ
イ
ン
ト
～

◦
日
時
＝
２
月
24
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時

◦
講
師
＝
凛style

代
表 

長
崎

温
子
さ
ん

①
～
③
共
通

◦
申
込
期
間
＝
１
月
15
日
㈪
～

ど
う
変
化
し
た
か
」
と
題
し
て
、

平
成
29
年
度
男
女
共
同
参
画
啓

発
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

無
料
、手
話
通
訳
あ
り
、託
児
有
、

１
月
24
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
３
日
㈯
10
時
～

◦
場
所
＝
上
陽
公
民
館
２
階
１
号
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参

画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１

３
１
４
／
N
２
２
・
２
１
８
６
）

◦
日
時
＝
２
月
９
日
㈮
、23
日
㈮
、

17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

西
公
民
館
講
座
「
セ
カ
ン
ド
・

ラ
イ
フ
の
自
分
整
理
術
」

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

西
公
民
館
講
座

「
音
楽
de
健
康
づ
く
り
講
座
」

黒
木
公
民
館
「
後
期
講
座
」

教
室
・
講
座

　国県指定・市町村指定と数ある文化財の保
護と管理は、どのような実態にあるのでしょう
か。価値が認められ新たに指定されるものもあ
れば、その一方では指定の解除もあります。今
に生きる私たちには、先人から受け継いだかけ
がえのない遺産をしっかりと後世に守り伝える
責任があるのではないでしょうか。30 年にわ
たる文化財保護活動の中から見えてきた事情
をお話します。
◦日時＝１月27日㈯ 13 時 30 分～ 15 時 ◦場
所＝岩戸山歴史文化交流館 ◦講師＝佐々木四
十臣さん（福岡県地方史研究連絡協議会副会
長） ◦定員＝ 50 人（先着順・当日受付） ◦受
講料＝無料

　
　３月３日の桃の節句にむけて、折り紙でお雛
さまを作ってみよう。
◦日時＝２月10日㈯ 10 時～ 12 時 ◦場所＝岩
戸山歴史文化交流館◦対象＝どなたでも ◦定
員＝ 20 人（先着順） ◦参加費＝無料 ◦申込
＝電話またはファクス ◦募集期間＝１月30日
㈫～２月４日㈰ ※電話は 9 時～ 17 時受付

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

【歴史講座】今どき文化財事情

【体験イベント】おりがみ教室第２弾

■ 申込・問い合わせ
　岩戸山歴史文化交流館（いわいの郷）
☎ 24・3200 ／ N24・3210
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受
験
料
、
授
業
料
無
料
。
教

科
書
代
等
実
費
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
る
か
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

①
医
療
事
務
科
５
期

◦
定
員
＝
24
人

◦
試
験
日
＝
２
月
８
日
㈭

◦
訓
練
会
場
＝
西
日
本
パ
ソ
コ
ン

教
室
久
留
米
校
（
久
留
米
市
）

②
パ
ソ
コ
ン
経
理
科
２
期

◦
定
員
＝
25
人
（
託
児
定
員
５

人
）

◦
試
験
日
＝
２
月
７
日
㈬

◦
訓
練
会
場
＝
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー

ル
Ｐ
Ｃ
ワ
ー
ク
ス
（
筑
後
市
）

①
②
共
通

◦
訓
練
期
間
＝
３
月
２
日
㈮
～
５

月
31
日
㈭
（
３
か
月
）

◦
申
込
締
切
＝
１
月
26
日
㈮

　

視
覚
障
害
者
や
そ
の
ご
家
族

を
対
象
に
県
盲
人
協
会
池
田
会

長
を
招
い
て
、
視
覚
障
害
者
の
日

常
生
活
困
り
ご
と
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
質
問
や
意
見
・
要
望
な

ど
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

八
女
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
主
催

◦
日
時
＝
１
月
21
日
㈰
10
時
～

12
時

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
２
階

会
議
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
長
立
石
さ

ん
（
☎
２
４
・
１
２
８
４
）

　

ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る

･･･

つ
ら
い
気
持
ち
、
不
安
な
ど

　

県
弁
護
士
会
で
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
無
料
法
律

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

①
八
女
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
八
女
市
社
会
福
祉
会
館
内
）

◦
日
時
＝
２
月
６
日
㈫
・
13
日
㈫
、

13
時
30
分
～
16
時

②
久
留
米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市
篠
山
町
11
ー
５
）

◦
日
時
＝
２
月
１
日
～
14
日

【
月
曜
日
】
10
時
～
11
時
30
分
、

13
時
～
16
時

【
火
・
木
曜
日
】
13
時
～
16
時
、

17
時
30
分
～
19
時

【
水
曜
日
】
10
時
～
11
時
30
分
、

13
時
30
分
～
16
時

【
金
曜
日
】
10
時
～
12
時
30
分
、

13
時
～
16
時

･･･

。
精
神
対
話
士
は
専
門
的
な

知
識
と
温
か
な
対
話
で
人
を
癒
す

心
の
ケ
ア
専
門
職
で
す
。
病
気
や

生
活
に
関
す
る
悩
み
、
仕
事
に
関

す
る
悩
み
、
人
生
に
関
す
る
悩
み

等
々
、
ど
ん
な
人
の
ど
ん
な
悩
み

に
も
寄
り
添
い
、
真
心
か
ら
の
傾

聴
に
努
め
ま
す
。
あ
な
た
と
一
緒

に
解
決
す
る
方
法
を
考
え
ま
す
。

守
秘
義
務
は
万
全
を
期
し
て
い
ま

す
。
一
般
財
団
法
人
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
協
会
主
催
、
福
岡
県
後
援
。

◦
日
時
＝
１
月
21
日
㈰
、
２
月
18

日
㈰
※
各
13
時
～
17
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

（
第
１
研
修
室
）

◦
対
象
者
＝
年
齢
を
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
事

務
所
（
☎
０
９
０
・
５
７
３
６
・

７
２
２
６
）
※
９
時
～
19
時

①
②
共
通

◦
内
容
＝
１
人
１
回
、
相
談
30
分

◦
予
約
＝
１
月
25
日
㈭
か
ら
久
留

米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）

※
多
重
債
務
や
労
働
相
談
等

は
期
間
に
限
ら
ず
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
１
日
㈭
～
28
日

㈬
※
相
談
日
時
は
紹
介
先
の
司

法
書
士
と
調
整
く
だ
さ
い
。

◦
場
所
＝
県
司
法
書
士
会
会
員

事
務
所
※
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
に
て
（
☎
０
５
７
０
・

７
８
３
・
５
４
４ 

平
日
10
時
～

16
時
）
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１

※
平
日
10
時
～
16
時
）

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

就
業
支
援

ふらっち広場からのお知らせ
☀本町178（旧きんぷく亭）☀☎24・3022

★映画鑑賞
◦日時＝ 1 月 20 日㈯ 13 時～ 15 時
◦参加費＝無料
★外出「ゆめタウン佐賀」
◦日時＝ 1 月 28 日㈰ 11 時ふらっち
広場出発◦参加費＝ 250 円
★美アップ講座
◦日時＝ 2 月 3 日㈯ 13 時 30 分～
15 時◦参加費＝ 200 円
★お菓子作り「チョコフォンデュ」
◦日時＝ 2 月 10 日㈯ 13 時 30 分～
15 時◦参加費＝ 100 円

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

【開館時間】平日10:00 ～12:30、13:30
～17:00 ／土日祝 10:00 ～16:00【休館
日】1/14 ㈰、15 ㈪、21㈰、22 ㈪、29 ㈪、
30 ㈫、2/5 ㈪、6 ㈫、11㈰、12 ㉁

※各イベントは要予約。簡単な工作・手
芸もできます。お気軽にご来館ください。

←

視
覚
障
害
者
生
活
相
談
会

法
律
セ
ン
タ
ー
無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
会
「
相
続
登
記
は
お
済

み
で
す
か
月
間
」
無
料
相
談
会

精
神
対
話
士
に
よ
る
無
料
相

談
「
ほ
っ
！
と
相
談
」

　違う学校の仲間と一緒に感動を
味わってみませんか。早春の八女
の自然の中を歩きながら、自分の
限界に挑戦しましょう。
◦期日＝ 3 月27日㈫～ 28日㈬

〔１泊２日〕
◦募集対象・定員＝市内に居住ま
たは通学する小学 4 年生～中学 3
年生 50 人（定員を超えた場合は
抽選）
◦参加費＝1,500 円（保険料含む、
当日徴収）
◦コース＝《１日目》平和の広場（星
野）～振々公園～城山公園～八媛
園～ふれあいの家南筑後（泊）

《２日目》ふれあいの家南筑後～
八女中央大茶園～岩戸山古墳～
今福～蒲原～宮島～おりなす八女
◦申込期間＝2 月1日㈭～ 2 月15
日㈭
◦申込＝男女共同参画・生涯学習
課または、各支所総務課
◦問い合わせ = 男女共同参画・生
涯学習課（☎ 23・1318）
※詳しくは、小中学校を通じて配
付します募集チラシをご覧くださ
い。

第18回21世紀・青少年チャ
レンジウオーク参加者募集



広報八女　2018.1.1513

　 　

認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
お
友
だ
ち
を
お
誘

い
の
う
え
多
く
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
矢
部
会
場
】

脳
ト
レ
大
作
戦
（
送
迎
あ
り
認

知
症
予
防
教
室
）

　

認
知
症
予
防
に
関
心
が
あ
る

が
、
距
離
が
遠
い
、
自
分
で
行

く
手
段
が
な
い
方
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
65
歳
以
上
の
八
女
市

民
で
認
知
症
予
防
に
関
心
の
あ

る
方
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

◦
日
時
＝
２
月
２
日
㈮
15
時
～

16
時
30
分

◦
会
場
＝
矢
部
公
民
館

◦
内
容
＝
テ
ー
マ
「
身
体
づ
く

り
の
基
本
食
習
慣
を
見
直
し
て

認
知
症
予
防
～
血
圧
管
理
の
観

点
か
ら
～
」

◦
講
師
＝
管
理
栄
養
士

◦
参
加
費
＝
１
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝

▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

市
民
生
活
福
祉
係
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）

◦
日
時
＝
２
月
４
日
㈰
13
時
～

15
時
30
分
（
開
場
12
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
九
州
大
谷
短
期
大
学

大
谷
講
堂
（
筑
後
市
蔵
数
）

◦
内
容
＝
▽
基
調
講
演
「
本
気

の
認
知
症
予
防
ナ
ウ
」
朝
田 
隆

先
生
▽
意
見
交
換
会
な
ど

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
植
田

病
院
事
務
局
（
☎
＆
N
０
９
４

２
・
５
３
・
５
１
８
５
）

※
参
加
希
望
者
は
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
お
名
前
・
参
加
人
数
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
で
も
ご
活
躍
で
「
認

知
症
予
防
・
治
療
の
第
一
人
者
」

と
い
わ
れ
る
先
生
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

罫
版
）、ア
イ
ス
グ
レ
ー
、バ
ニ
ラ
、

▽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判 

黒

※
販
売
は
２
月
末
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
が
在
庫
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
目
の
ご
購
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
（
☎
２

３
・
１
１
１
１
）

　

凧
揚
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電

線
付
近
で
凧
揚
げ
を
行
な
っ
た

り
、
電
柱
や
鉄
塔
に
昇
っ
た
り
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
万
が

一
、
凧
が
電
線
等
に
か
か
っ
た
場

合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

お
近
く
の
九
州
電
力
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
九
州
電
力
㈱
八
女

営
業
所
（
０
１
２
０
・
９
８
６
・

２
１
０ 

※
通
話
料
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
県
に

よ
る
矢
部
川
（
北
山
地
区
）
放

水
路
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
工
事

に
伴
い
千
間
土
居
公
園
上
流
駐

車
場
周
辺
を
閉
鎖
し
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
、
中
流
、
下
流
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
県
土
整

備
事
務
所
河
川
砂
防
課
河
川
係

（
☎
２
２
・
６
９
８
９
）
▽
立
花
支

所
建
設
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

　

福
岡
県
に
関
す
る
情
報
満
載

の
福
岡
県
民
手
帳
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

◦
価
格
（
消
費
税
込
み
）
＝
▽
ポ

ケ
ッ
ト
判
５
０
０
円
▽
標
準
判
６

０
０
円
▽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判
１
０

０
０
円

◦
手
帳
の
色
＝
▽
ポ
ケ
ッ
ト
判 

黒
▽
標
準
判 

黒
、
茶
、
紺
（
横

矢
部
川
（
北
山
地
区
）
放
水

路
工
事
に
伴
い
千
間
土
居
公
園

上
流
駐
車
場
を
閉
鎖
し
ま
す

認
知
症
公
開
講
座

２
０
１
８
年
版　

福
岡
県
民
手
帳
好
評
発
売
中

九
州
電
力
か
ら

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

健康＆
介護予防

←

　

２
月
は
、
20
歳
～
74
歳
の

人
で
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
１
６
０
㎎
／
dl
以
上
）

の
人
、
脂
質
異
常
が
気
に
な

る
人
を
対
象
に
し
た
教
室
を

行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
23
日
㈮
10
時

～
12
時（
受
付
と
健
康
チ
ェ
ッ

ク
９
時
30
分
～
９
時
50
分
ま

で
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研

修
棟
１
階　

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
持
っ
て
く
る
物
＝
今
年
度

の
特
定
健
診
結
果
票
、
筆
記

用
具

◦
内
容
＝
▽
血
圧
測
定
な
ど

健
康
チ
ェ
ッ
ク
▽
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
脂
質

異
常
に
つ
い
て
の
講
話
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
▽
個
別
相
談

（
希
望
者
）

◦
申
込
＝
１
月
15
日
㈪
～
１

月
26
日
㈮
ま
で
に
、
市
健
康

推
進
課
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

す
こ
や
か
な
食
べ
方
教
室

（
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
）

ご利用ください

八
女
市
主
催

認
知
症
予
防
講
座

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
植
田

病
院
主
催

　労働問題全般の相談、解決のた
めのあっせんは、労働者支援事務
所（筑後☎ 0942・30・1034）へ

　労働組合と使用者との労働問題
解決のあっせんは、労働委員会（☎
092・643・3980）へ
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■4か月さん集まれ（9月生まれ）
「ベビータッチ + 食育」
◦2/1㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物持
参／参加費有・要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦ 2/1 ㈭、2/20 ㈫ 13:30 ～ 15:00/
参加費有・要申込
■田中もとこ先生とふぁふぁほっぺ
◦2/6 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／飲み物
持参／要申込
■マタニティさん集まれ♪
 「プレパパ・プレママ沐浴＋食育」
◦2/10 ㈯10:00～12:30/ 参加費有、
託児有・要申込
■高田先生とおしゃべり会
◦ 2/27 ㈫ 10:00 ～ 12:00/ 飲み物
持参／要申込

■つくろうねっ 「鬼はそと 製作」
◦ 2/2 ㈮ 10:30 ～ ／ 定 員 あ り・
1/30 ㈫までに要申込
■はっぴぃバースデー

「山下照子さんのパネルシアター」
◦ 2/20 ㈫ 10:30 ～／ 2/17 ㈯まで
に要申込

■豆まき会
◦ 2/1 ㈭ 10:30 ～／限定子ども 15
人／要申込
■GOGO！カ～りる
◦ 2/8 ㈭ 10:30 ～ 11:10 ／移動図
書館車が来るよ。利用カードをお持
ちの人は持参ください。
■福岡県家庭教育支援チーム設置事業
 「入江先生と運動遊び／親と子の
スキンシップ」◦ 2/9 ㈮ 10:30 ～ /
限定 20 組／要申込
■ともだちっていいな
北山保育所との交流「新聞紙で遊ぼう」
◦ 2/14 ㈬ 10:00 ～ 10:30

■すてきな記念日♥
◦ 2/22 ㈭ 10:30 ～／※誕生月者の
み要予約／身体計測ができます。

■ママといっしょ
「星野図書館『夢の扉』探検」
◦2/13 ㈫10:30 ～／星野図書館集合
■お誕生会

「2 月生まれさん集まれ」
◦ 2/23 ㈮ 10:30 ～／誕生月者のみ
要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽矢部基幹集落センター 2/6 ㈫、21 ㈬
▽長峰保育所 2 階 2/7 ㈬、28 ㈬
▽上陽公民館 2/9 ㈮
▽井延公民館 2/15 ㈭
▽室岡公民館 2/22 ㈭
▽かがやき 2/27 ㈫

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 2 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

2月4日（日）
なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
原　医院 黒木町 42・0336
高橋じゅんじ歯科医院 本町 23・5517
2月11日（日）
八媛病院 本 22・4176
角整形外科 黒木町 33・2121
よしいずみ歯科 筑後市 0942・42・3555
2月12日（休）
下津浦医院 津江 22・2564
冨田医院 黒木町 42・0173
松山歯科医院 納楚 24・1234
冨田眼科医院 平塚 23・3455
2月18日（日）
城戸医院 鵜池 23・5303
山口医院 星野村 52・3131
ほり歯科医院 立花町 25・6480
2月25 日（日）
麻生医院 宅間田 23・5800
中村内科医院 立花町 37・1601
山下いさみ歯科医院 筑後市 0942・53・7864

2月の在宅医当番表
※変更になっていることがありますので電話で確認してください。
✚

【休日当番薬局】　
日曜日、祝日に開いている薬局を、八女筑
後薬剤師会のホームページ（http://ycpa.
info）で確認することができます。

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【2月】4㈰・12㉁・18㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【2月】11㈰・25㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000
▼救急車を呼ぶべきか迷ったら

（24 時間対応）　♯ 7119

　測定会と併せて保護者向けに
幼児に必要な運動についてのお
話しを行います。
◦会場・日程＝

【第１回】2 月25日㈰／八女市総
合体育館

【第 2 回】3 月11日㈰／黒木体
育センター
◦スケジュール（両日とも）＝
▽受付 13 時～▽測定 13 時 30
分～ 16 時▽講話 16 時～ 16 時
30 分※幼児は講話中ニュース
ポーツ体験を行います。
◦測定内容＝ 25 ｍ走、ソフトボー
ル投げなど７種目
◦対象＝本年 4 月に市内の小学
校に入学予定の幼児
◦参加費＝無料（参加賞あり）
◦申込締切＝ 2 月11日㈰まで
◦申込・問い合わせ＝八女市総
合体育館（☎ 24・1230）および
各支所総務課

子どもの成長に重要な時期です！
新入学児体力・
運動能力測定会

参
加
者

募
集
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1 月・2 月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

1/28 ㈰
南北朝の歴史講演会
演題：「懐良親王と忽

く つ な
那一族」

講師：山内 譲 氏 (元松山大学教授)
はちひめ 13:30 ～

15:10
無料

（申込不要）
八女市
文化振興課 23・1982

2/3 ㈯

慶仁会活動報告会 特別講演
演題：「酒づくり人づくり200年、
　　　次代を担う若人への期待」
講師：㈱喜多屋　会長　木下 茂 氏

八女
文化会館

15:30 ～
16:30

無料
（申込不要）

川﨑病院
（担当：窄

さこぐち
口 ）

23・3005

2/11 ㈰ 八女ぼんぼりまつり ひなマルシェ
出店と参加型ワークショップ

はちひめ
桜カフェ

11:00 ～
16:00 無料 八女市

商工観光課 23・1192

2/13(火)
2/14(水) 池坊 八女支部 華展 はちひめ 10:00 ～

17:00 無料 池坊八女支部
（奈須）

090・
5924・8601

2/17 ㈯
おりなすシネマ 冬の上映会 (2回上映)
記録映画 ｢まなぶ｣
通信制中学 60 年の空白を越えて

はちひめ ① 13:30
② 16:00

（全席自由）一般1,200 円・友の
会1,000 円（当日各300円増）
中高生・障がい者 800 円 （当日同額）
小学生以下無料

おりなすシネマ
市民プロジェ
クト（事務局）

090・
1080・0988

2/24 ㈯ サトシンさん
スペシャル 絵本ライブ はちひめ 13:30

（90分程度）
無料／先着100 名（申込要）

※ 1 / 24(水)より申込受付開始
八女市立
図書館 22・2504

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

友の会 2,000 円                                             

2/11(日)
ハーモニーホール

１5:00 開演

ソプラノ・リサイタル竹下みず穂

（ 全席自由 )                                               
一般 2,500 円                                              

ヴェルディ作曲「椿姫」から
ああ そは彼の人か、花から花へ 他

愛ニューヨークより     を こ め て

主催・お問合せ : NPO 法人八女ベーゼンドルファー音楽祭
プロジェクト ☎ 080・8580・1740 （事務局）

学生（高校生以下) 500円

プロムナードコンサート

深町宏 (サクソフォーンプレイヤー)

カリノヴォーチェ( ヴォーカル ＆ ピアノ)

1/30(火) １9:00 開演

１9:00 開演

桜カフェ

桜カフェ2/20(火)

幅広い音楽性、正確なテクニック、心地
よい音色、そしてポップなオリジナル
で多くのファンを魅了し続けています。
現在 10 枚のアルバムをリリース。

様々なジャンルの中から、前向きでメッ
セージ性のある曲を、カリノヴォーチェ
流にアレンジし『大人の女性らしさ』
を二人の声とハーモニーで奏でます。

　　入 場 無 料

Wind Orchestra & Marching Band
第 5 回 定期演奏会

主催・お問合せ：福岡県立輝翔館中等教育学校 ☎42・1917 主催・お問合せ：西日本短期大学附属高等学校 ☎23・5662
2/4 (日)1/28(日) ハーモニーホール１3:30 開演１3:30 開演

Ⅰ部 クラシック
アルメニアンダンスパートⅠ

Ⅱ部 ポップス Ⅲ部 マーチングミュージカル「美女と野獣」 他

入場無料

チケット
好評発売中

世界で活躍するソプラノ歌手、地元で初のソロ・リサイタル

2/25(日)

6/24 (日)

ハーモニーホール

１5:00 開演

ヴァイオリンリサイタル

コンサート

三浦文彰

川中美幸
人気沸騰中のヴォイオリニスト

モーツァルト／ヴァイオリン・ソナタK.306
（ 全席指定 )                                               

（ 全席指定 )                                               

一般 3,500 円                                              友の会 3,000 円                                             
高校生以下 1,000円                                              

牛田智大ピアノリサイタル 2 公演チケット同時購入特割有

一般 6,000 円                                              友の会 5,500 円                                             

チケット： H30年度 友の会先行発売  2月17日(土)～
一 般 発 売  3月 2日(金)～

お昼の部 12:30 開演
夕方の部 16:30 開演

２回
公演

入会方法は…おりなす八女へお問合せ下さい。
１/16(火)～入会受付を開始します
平成30 年度「おりなす友の会」

会員募集

ハーモニーホール

他

チケット
好評発売中C Yuji Hori

入場無料ハーモニーホール

第12回 吹奏楽部定期演奏会
テーマ

「NEXUS」
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立
花
町
飛
形
山
頂
の
飛
形
自
然
公
園
で
12
月
３
日

㈰
、「
平
成
29
年
度
飛
形
山
愛
樹
祭
（
八
女
市
・
八

女
市
商
工
会
主
催
）」
が
あ
り
、
市
内
外
か
ら
13
団
体

と
一
般
参
加
者
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
公
園
愛
護

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
班
に
分
か
れ
、
草

刈
り
や
落
ち
葉
か
き
、
ご
み
拾
い
、
肥
料
散
布
な
ど

の
作
業
を
約
２
時
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
今
年
度
に
撤
去
が
決
ま
っ
て
い

る
展
望
台
を
名
残
惜
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
商
工
会
女
性
部
が
作
っ
た
だ
ご
汁
と
お

に
ぎ
り
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
2
日
㈯
、一
日
講
座
『
け
し
ご

む
は
ん
こ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

は
『
ク
ラ
フ
ト
工
房
ふ
く
ろ
う
』
主
宰
の

石い
し
ま
つ松

軍い
さ
と人

さ
ん
。
当
日
は
、
10
代
か
ら

70
代
ま
で
28
人
の
参
加
者
が
講
師
指
導

の
下
、
今
年
の
干
支
「
い
ぬ
」
を
題
材

に
は
ん
こ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

練
習
で
は
彫
刻
刀
や
デ
ザ
イ
ン
カ
ッ

タ
ー
の
扱
い
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
皆

さ
ん
も
、
彫
り
進
め
る
う
ち
に
ど
ん
ど

ん
慣
れ
て
、
２
時
間
後
に
は
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
素
敵
な
は
ん
こ
作
品
が
ず
ら

り
と
並
び
ま
し
た
。
講
師
が
描
い
た
2

種
類
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
好
き
な
方
を
選

び
、
消
し
ゴ
ム
に
写
し
て
彫
り
、
28
人

28
様
の
表
情
の
い
ぬ
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ

た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
。皆
さ
ん
の
手
か
ら
、

ま
た
素
敵
な
作
品
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
「
い
わ
い

の
郷
」
で
は
、
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
「
そ
ば
」
の
栽
培
と
そ
ば
打
ち
に

挑
戦
す
る
そ
ば
づ
く
り
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
い
わ
い
の
郷
に
隣
接
す
る
弥
生
の
広
場
の
畑

を
利
用
し
て
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
や
岩
戸
山
・

乗
場
古
墳
を
守
る
会
（
鹿
野
瑞
穂
会
長
）
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
９
月
３
日
に
種
を
蒔
き
、

11
月
４
日
に
刈
り
取
り
を
行
い
、
４
・
７
㎏
の

そ
ば
粉
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
12
月
９
日
㈯
に
は
農
業
女
性
グ

ル
ー
プ
「
八
女
Ｗ
Ａ
Ｃ
研
究
会
」（
樋
口
昌
子
会

長
）
を
講
師
に
招
い
て
そ
ば
打
ち
を
行
い
、
自

分
た
ち
で
作
っ
た
そ
ば
を
お
い
し
く
味
わ
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
「
種
植
え
か
ら
そ
ば
打
ち
ま

で
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
が
で
き
、
普
段
の
そ

ば
と
ま
た
一
味
違
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
来

年
も
企
画
し
て
ほ
し
い
で
す
」
等
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　独立行政法人日本スポーツ振興
センターの平成29年度スポーツ振
興くじ（toto）助成事業により、八
女市庭球場にＬＥＤ照明を設置しま
した。明るくなった庭球場をぜひご
利用ください。

　

八
女
市
立
花
体
育
館
で
12
月

３
日
㈰
し
め
縄
作
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
『
た
ち
ば
な
男

女
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
』
が
企
画

し
た
も
の
で
、
地
域
住
民
約
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て
挑
戦

す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
講
師
の

指
導
の
も
と
、
み
ん
な
で
協
力
し

な
が
ら
、
思
い
思
い
の
し
め
縄
を

作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
み
ん
な
で
楽
し
く

し
め
縄
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、

上
手
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
」「
し

め
縄
を
自
分
で
作
れ
て
う
れ
し
い

で
す
。
よ
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ

そ
う
で
す
」と
、話
し
て
い
ま
し
た
。

憩
い
の
公
園
を
美
し
く

　
　
　
　
　
　
飛
形
山
愛
樹
祭

八女市庭球場にＬＥＤ照明

自
分
た
ち
で
栽
培
し
た
「
そ
ば
」

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た

男
女
仲
良
く
し
め
縄

を
作
り
ま
し
た

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分
〈
入
館
は
17

時
ま
で
〉
※
月
曜
休
館
〈
祝
日
の
場

合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！
⑱

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／

☎
２
４・８
３
０
４
）


